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警ξ♭糧辣:巫飩八で感令 ∫

シルキースノーで

スノーシュー

拶「醒弥知子

ほんと、いろんな偶然が重なって体験できたこ

の冬のハ ッピーなでき事で した。気づいた時は

神々しいまでに輝く旭岳を前にしていました。ロ

ープウェイ内のまわりの人々|ま、ほとんどスキー、

スノボー客、外国人もずいぶん多い。それ程ここ

の雪は素晴らしいのだろうc永分をほとんど含ま

ず、シルキースプーといわれる位だから。姿見駅

までの数分間、両サイ ドまま雪化粧した トドマツ、

エゾマツ、アカエゾマツが続き、降りたところ|ま

森林限界の地。そして極寒の世界だ。目の前には

旭岳が。同行してくれた娘たちもスキーは知つて

いても、私がやりたいスノーシューは初めてだ。

でも、すぐに楽しみ出した。ガイ ドさんに二人が

続くというよりも、誰もがその新雪の中へふみ出

したくなる雪景色なのだ。強い風が吹いた時にで

きたのだろうか、あちこちに雪の造形美が見られ、

凍つてる所は太陽でキラキラ光つてる。

どこ見ても感嘆するのみ。噴気孔からモクモクと

立ちのぼるガスが見える。まわりが真つ白なので、

硫黄のその薄黄色もくつきり見える。「この深い積

雪があるから、噴気子Lの こんなそばまで来れるの

ですよ」と聞き、冬に来たことを喜ぶ。

痛い位冷たいが、晴れわたつた空の下、どこま

でも続くまわりの雪山を見渡し、しばし時を忘れ

ました。午後からの巨木の森歩きも楽しく、オニ

グルミやカツラの冬芽にたくさん出会えました。

京都灘%で饗一麹

小蔵]進 へ虫F

昨年の 11メ :、 某女手大学の講義を受講する機

会 !こ恵まれたっ人間と環境のあり方を考える講

座で、その日|ま 秘境人丁平で

“

)自 然観察であっ

た, 15名 の学生と教授陣′
'ほ
かに、キノコや

昆虫の専門家・ ―設参熱者等般 :´名が驚わつた.

高層湿原としておられる人丁平 t)全般的 |■ 乾燥

化が進んでいるように見えたが、イヌブナ
,コ

ナラ・ ミズナラ・力Jlギ類 J,紅葉は美 l,い。野

鳥や昆虫との議会いは 1‐ ちろん、専 F電家によろ

案内のお陰で、多くのキノコを観察できたσ)が

収護だった.歌声や歓声 :二包まれた楽しt・一魯

だったが、カシノ十ガキクイムシi[よ る核害は

痛ましく、対策も追いつかない状況であつた=

講義は、歩いている時 |こ |ま伝言ゲーヱ、で植物の

名前や特徴を教え、紅葉の実 しさには学生と共

に感動し、樹木 :こ表された熊の爪痕の前では熊

1■ なりきつた学生達を記念撮影するなど、常に

学生の興味を引き付ける内容で、今の教育現場

の一端を垣間見た思いがした、|
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ならりまプ圏ジェクトレポートn3年3月

2疑 24褻 (本)曇 りのち雨  参加者 33名
・里山 Grが椎茸のホダ本の菌打ちを実飽した。

約 150本のホダ本に ドリルでホゾ穴をあけ
て菌駒を打ち込む。仕上がったホダ本は適所

に積み上げて寒冷紗をかけ、養生する。

,農園 Grはジヤガイモ4種類の植付 |サ。昨年

の蕎麦畑跡へたつぶりとチップをまき、肥料

入れなど土作りをした。今年こそはと意気込

む皆さん。6月 の豊かな実りを繭待しよう。

3漏 3甕 (本)晴  参嫌者 89名
。新管理地区の笹の刈払いがハイピッチで進

む。メ電り跡には、河によつて大量の放棄

ゴミ、これを全員で回収し分別する。整備

された後の清々しさc 2度 とこの場所にゴ

ミを捨てる不心得者のないことを信じたい。

・C地区のならやま大通り沿いにレンギョウ

の言 60本を植付 :サて整備が二段落した。

3月 5鷲 (土)晴  参難者 58名  (内イベント参瀬者 28名 )
・誰茸の藩ξIちの公開イベントは、電童 18名保護者 10名 の参加となる.里 :L Grを =|マ心に念人り

:■準癖されたスケジュールで、スニ、一ズ:二三●==茸「 )=説 、穴ち:す、菌打ち、伏せ込みと一通

13手項をヽ表J午 後li、 連び t・)広場てメ)L」遊び、■茸持 :)と 二ILは終覇、「^供達″)声で湧き返

えつて 1ヽた](詳細は、別掲のレポー トご参照ください)

・シエア大 水生生物科とビオトープのメンバーと共同で、ビオ トープ生物の定期調査を実施 t′ た。

3涯 10轟 (本)靖   臨時彙の爾  参加者 23名
・全員参加で、El地区の JR線路沿いの里口J整備を継続c松の巨人な結れ本の伐倒作業など危険な

作業はベテラン中心に慎重に進められる。回りでは枝を在、う人、すすをメ11る 人など各々がやれる

1[事を受け持つて全体が円滑に進む。午後 3時、一日の成果に充実感を味わいながら終了。

3月 17器 (本) 靖後雪  新ならやま地区のパ トロール路整備開始   参角口者 32名
。今年で最後の寒気だろうか、雪交じりの天気.東北関東大地震の被害者、犠牲者の方々への思い

を胸に活動開始.里 :IJ Grlま El地区の継続i乍業ご農園 Grはキ書の種まきと畝作りに精を出す。

・新ならやま林地約 7 haでは、前国からパ トロール・ルー トの整備を開始した.笹や倒本の排除

を刈り払い機 3台、笹の搬出 3名 の体需1で進める。 3月 中にはi=業でルー トが完成する見込み。

4躍 以降、ナラ権れや生物の調査活動がスター トする。興味と関心のある方の参力Eを募ります。

(古11: 祐司 記 )
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*な らやま霊舞議花だより*

3月 17爾  暖かな日が続いていましたが、今日は雪がちらつき、

ホ トケノザ (シ ソ科)、 なんだか有難い名前ですが、茎を取り巻く

の蓮座に見立てて基付!す られました。春の七事のホトケノザはタ

彙では枯れ葉の陰にツルアリドウシの実を見つ|すましたっ果実
は

いました。頂には2つの花の痕が残つています。

草 花* コハコベ・ウシハコベ 。オオイヌノプグリ
・ホトケノザ・タネツケバナ・ナズす

。オヘビイチゴ

`オランダミミナグサ・ヒメオドソコノウ

本の花* 紅梅 。白梅・ヒサカキ・クロモジ・アセビ。ジンチョウゲ

花 壇* カンザキノ)ナナ・スイヤン

*な らやま鳥だより*               小獅 久美子

3層 14日 。菊り||さ んと二人で廻りました。暖かくて鳥が多いかと期待しましたが、12種 21羽 と淋

しい観察濤でしたc

4´ 4■■44■嗜■嗜■■■‐‐‐ⅢⅢで̀
イ
■̀
■
4‐‐■イ■4■4■‐■■́

`‐
4‐ ′́‐■44■‐■●‐̀

r■
■■ツl■‐そ嗜モ■́嗜■嗜■■■■■4‐‐■4‐‐4鷲f

真鷲 :おいおい !iそ こで燻つてる薪さん   真竹 :ま あ風の奴にもしょつちゆう文句言つ i
よ、もつと威勢よく燃えてくれよ、燻くてし   てんだ :す ど全くの風来坊で俺達を散々振り :

ょうがないがな。                回してどうしようもない。         :
薪 :すみませんね、できるもん         薪 :ど うせ暖を取る人達もそう長居しない  :

ならそうしたいんだ:す ど、                      だろうから辛抱し :
私もちょっと前までは                       てo彼等も手弁当で 1

立派な立木だつたの。   「 し発た た ま れ な 絲 蠅艶    この里山を良くしよ ;

うと頑張つておられ ,なぜ切られ玉切され    は徒嚢  濃鶉銀  竹本雅E召              ′
惨めな姿にされたの                ~~      るので、私も悔しい :

反面少しはお役に立て ,かその理繭が分からず残念

で悔しい思いで・ 杯なの。             てるのかなと思い返してるの。このベー

'
真竹 :それは気の毒になあ。俺達は主人が全     スキヤンプでは真竹さんが,L西の風を遮 :
く竹林の手入れをしてくれないので込み     つているば)で喜ばれているはずよc   :

合つて窮雹で暗くてストレスー杯よ。      真竹 :成るほどお互い少しはお役に立ってる :

薪 :それも悲 tプい事ね。私 :ままだまだ生本で    んだ。よかつたよかつた、幸抱しよう.  :

乾燥 してないからジュジュ泡次いたり煙                       i
理して不1商タラタラー

~よ
。                               1

吉村  さつき

植物達も戸惑つているようです。

ようについた対生する葉を、仏様

ビラコ (キク科)の ことです。

2個の合着した球形で赤く熟して

・・ 三IIヽ ユ I‐
=二 ====ニ

ユ ニ ユ
「
●ヽ ニ ユ('二 1■ 二 ‐ ●{'====ヽ 二

=二 '■
‐ 三 二 ヽ ‐ ■ ■ ‐ ホ ヽ ニ ニ

=I^二 =二
I｀ ユ

'Iヽ =∴
IIIFk｀ ■ ヽ ユ ■「 メ II■ ヽ二 II(‐ ■|ゝ

'II■
■|■ ‐ ‐ ■ ■
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やって群ようJJしら1た計つくらl

3月 5日 青空いっぱいの中で今年も恒例の子供

たちによる「しいたけつくり」を開催 し、 18
人の元気な子供たちが参加 しました。はじめに

阿部会長から「みんなが食べる美味しいしいた

けはこうして作るんだよ」「きのこは森の掃除屋

さんだよ」とお話を聞いた後、さつそく黄色い

ヘルメットをかぶつて山の中へしいた :すの菌打

ち作業に出発しました。

最初に 1メ ー トルに切つたコナラの原本に電気

ドリルで菌を打つ穴を空けます。 大人が手を添えてくれるもののみんな電気 ドリルをさわるのは

初めてです。おつかなびつくりでしたが 1列に 6個から7値σ)穴を空けました。その後 2セ ンチほ

どのしいたけの種菌をそよごの本で作つた本づちで トントンと理め込みました。 おみやげに持つ

て帰る半分程度のコナラの原木にもトントンと種菌を植えました。来年にはしいたけが一杯できる

のが楽しみです。

お昼は美味しい豚汁でお弁当を食べた後、今度は1年前、2年前、3

年前に菌を植えたしいたけを観察しましたcスーパーで袋に入つたし

いたけしか見たことのない子供はヨナラの原本にしいたけがニョキニ

ョキ生えているのにびつくり、「みんなしいたIサを1本づつ取つていい

よ」子供たちは喜んで、しいたけをコナラの原本から摘み取る初めて

の体験をしました。それから明るい森にするためにそよごの低本を1

本づつのこぎりで切りました。

遊びの体験です。

さあ最後は里山でしかできない

最初は本の間に太いロープを渡してのロープ渡りです。 1メートル

近い高さに子供たちは落ちないようにソコソロ、ユックリ、渡り切つた

子供たちの顔には満足した喜びがいつぱいでした。

次は本登り、7メートル上の本の枝に腰掛けてゆつくりと絶景を楽し

んでいました。子供たちの元気な声が里山にひびきわたる楽しい

一日でした。 (文責 赤塚秀一)

一一．“．ョ撃一一一一籍笞祟笞
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「 轟 輩 篠 0機

去る2月 22日 。 16人の特たち、高燿覇 そば処 老舗 『観』

「のらの会」春の宴。自前の銘語を酌み、談諭轟発、曜々大笑。

帰略 |ま奈良公麗 片岡梅林を愛で、思わぬ名旬が飛び議す。

に集う。

尽きるなし。

′:1井 記

(瞳不同 )

おだやかに梅の香動 く浮見堂

春の庭 :こ「のら」の人びとゆるゆると

誕窓に 輻́の景梅香る

選も佳 し梅見またよし浮見堂

どうだんの若芽の赤 くほろ酔遮、て

梅の香に肩を並べる老夫婦

梅の香の漂も、日和春日かな

蒼空に梅花のうずむ浮見堂

高畑の山紫誘
=、
雨水かな

そばの宴男ばかりの梅見かな

春日遅々三蓋由の風の柔らかき

梅の香や宴のあとの酔心地

弓場 厚次
″

鈴木 本一
″

塩本 鋳也

八木 願一

古チ|: 裕覗

″

′:!井 秀夫
″

<癒しの散歩遵

富士の嶺を優しく包む笠雲よ

季節を待つ野うさぎの足跡は

花の書が微かな声で囁いた

行先を雪の壁に阻まれても

春は迷える野兎のように

谷川 萬太郎

架かりて今朝は空に浮かぶ雪帽子

冬の別れの春雨に出会えるだろか

春は目指す故郷の匂いを探し続け

足取り軽くやがて青空に歌声弾む
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虫こf5~tは僕たちアプラムシー家の憩い鈴場
―やさしい昆虫講座 (第 6議)一

本奉i 裕
アブラムシ:ま野菜や革花の葉から栄養分を横取りするばかりでなく、お世話になつている大家

の業を変形させてたいそう迷惑をかける不心得者もいます。

その代表がウメの葉につくムギフラギクオマルアブラムシです (長 くて舌を噛みそうな名前)。

春、ウメの新葉がちりちりに縮れているσ)はごく普通の現象で、結葉病と信じている方が多いよ

うですが、この虫がう:き起こしたものです。しかし繕れた葉を開いても虫の姿が見つかりま
・せん。

枝上で卵で冬越し、早春にふ化した幼虫はウメの芽の周りに集まり、葉が開くやいなやヒラリと

飛び乗って汁を吸い始めます。その東1激によつて葉が縮れて丸まるようです。硬くなつた葉は好

まずつねに新たに開いた葉を求めて親子ともども移動するので虫のいるのは先端の数枚のみで、

残りの縮れ葉はもぬけの殻となつていますc予防対策は新芽が彩らみ、葉が開こうとする寸前に

殺虫斉Jを散本することです。新たに開いた新葉は薬藻に対して詩l作用 (薬害)を生じやすいので、

新葉展巽難での薬斉1散布は避 :すた方が無難です。

モモf)葉 も同じように縮れて黄色:こなりますが、これは縮葉病という病気でアブラムシのせい

で
'ま

ありませんので、間違えないようにしてください。また、ときたま新葉が赤くなつて縦に葉

巻状 |二縮れていることがありますが、これ |まアブラムシが犯人です。

キュウリ、スイカ、メロンなどの新葉もワタアブラムシの寄生を受けると葉は縮れて園子状に

なります。

凹む

虫コプが肥大する

虫こぶが完成し

虫一家も繁栄

新天地へ移住

ケヤキ、アキニレの葉には黄緑色または赤色のコブシ状の虫こぶがいつぱい付いていますがご

存知ですか? これもアブラムシが作つたものです。前者がケヤキフシアブラムシ、後者がオカ

ボノクロアブラムシの虫こぶです。この虫こぶの申には数十匹の虫が住んでいて、6月 頃には成

虫となつて穴をあけ、タケ、ササ、イネ科雑草の根に移住してゆきます。しかし秋には再びこれ

らの樹に戻つてきて芽の基部で卵の状態で冬を越し、翌春卵からふ化した幼虫は開いたばかりの

新葉の裏面に寄生して汁を吸い始めます。するとその部分は虫を包み込むようにして凹んで葉の

上に小さなコブができ、虫の増加につれてコブも大きくなります。

ヌルデの大きな虫コブもアブラムシが作つたもので、数百匹の虫が集団生活をしています。ま

た、イスノキでも半球状の虫コブがごく普通につきます。この虫コブがあるからイスノキとわか

るくらいです。
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